
元三ヶ根古墳群　遠景元三ヶ根３号古墳　　

　元三ヶ根３号古墳は、丘陵の尾根上に立地する。墳丘正面

側には外護列石が残る。石室の全長は６ｍで、礫床が見られた。

石室内からは須恵器、鉄刀、鉄鏃が出土した。また石室前方

で確認した遺構からは小型の𤭯と馬具が出土し、「カタヅケ」

に伴って外部に持ち出されたものと考えられる。　　　　
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